
「日の丸か赤旗か」谷口雅春先生
は、共産党は天皇国日本を破壊す
る集団であるとして、その危険性
を終始訴え続けてこられた。

教団の朝日新聞等への

日本学術会議に関する政治的意見広告に対する公式見解

谷
口
雅
春
先
生
の
救
国
の
教
え
を
裏
切
り
、

　
日
本
共
産
党
の
大
衆
扇
動
組
織
と
化
し
た
　
　

　
　
　
　
　
　
現
教
団
を
徹
底
批
判
す
る
！

　

昭
和
三
十
年
代
、
わ
が
国
は
、
日
米
安
保
条
約

改
定
の
問
題
で
共
産
革
命
前
夜
の
状
態
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
時
、
尊
師
谷
口
雅
春
先
生
は
、
救
国
運
動

の
先
頭
に
立
た
れ
、「
日
の
丸
か
︑
赤
旗
か
」
と

獅し

し

く
子
吼
さ
れ
、
全
国
百
万
の
生
長
の
家
信
徒
は
日

の
丸
掲
揚
運
動
等
の
国
民
運
動
の
中
核
と
な
り
、

祖
国
の
危
機
が
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
秋
、
日
本
学
術
会
議
の
会
員
候
補
者
の
一
部

が
任
命
権
者
の
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
任
命

さ
れ
な
か
っ
た
問
題
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

『
産
経
新
聞
』
の
「
産
経
抄
」、『
正
論
』、『
月
刊

Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｄ
ａ
』、『
Ｗ
ｉ
Ｌ
Ｌ
』
等
に
お
い
て
、

多
く
の
識
者
に
よ
り
、
日
本
学
術
会
議
に
は
日
本

共
産
党
か
ら
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が
送
り
込
ま
れ
、

反
国
家
的
活
動
の
牙
城
と
な
っ
て
い
た
実
態
が
暴

露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
谷
口
雅
宣
総
裁
の
現
教
団
は
、
令

和
二
年
十
月
二
十
五
日
の
朝
日
新
聞
に
、
日
本
共

産
党
の
主
張
と
全
く
同
じ
主
張
の
意
見
広
告
を
掲

載
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
新
聞
に
も
掲
載
す

る
と
と
も
に
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
十
一
月

二
十
九
日
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
谷
口
雅

宣
総
裁
が
同
様
の
主
張
を
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
現
教
団
は
、
全
国
の
地
方
講
師
・

光
明
実
践
委
員
（
青
年
を
指
導
す
る
講
師
）

に
対
し
て
こ
の
政
治
宣
伝
の
内
容
を
研
修
す

る
よ
う
通
達
に
よ
り
命
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
日
本
共
産
党
の
フ
ロ
ン
ト

団
体
（
大
衆
扇
動
組
織
）
と
化
し
て
露
骨
な

反
国
家
的
政
治
宣
伝
（
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
活

動
を
、
信
徒
の
多
大
な
浄
財
を
浪
費
し
て
実

施
し
て
い
る
と
、
心
あ
る
信
徒
か
ら
論
評
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

生
長
の
家
社
会
事
業
団
は
、
尊
師
谷
口
雅

春
先
生
か
ら
聖
典
『
生
命
の
實
相
』
と
聖
経

『
甘
露
の
法
雨
』
等
の
著
作
権
を
託
さ
れ
、

正
統
な
教
義
の
永
遠
の
護
持
と
い
う
聖
な
る

使
命
を
与
え
ら
れ
た
真ほ
ん
と
う実
の
「
生
長
の
家
」

と
し
て
、
現
教
団
の
致
命
的
誤
り
を
、
次
の

理
由
に
よ
り
徹
底
批
判
す
る
も
の
で
す
。

  

第
一
に
、
尊
師
谷
口
雅
春
先
生
の
救
国
の

教
え
を
完
全
に
裏
切
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

  

第
二
に
、
宗
教
法
人
法
に
違
反
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
反
国
家
的
政
治
活
動
を
行
う

の
で
あ
れ
ば
、
宗
教
法
人
を
解
散
し
、
免
税

資
格
を
返
上
し
て
か
ら
行
う
べ
き
で
あ
り
ま

す
。

　

第
三
に
、
宗
教
法
人
が
、
信
徒
に
対
し
て
、

反
国
家
的
政
治
宣
伝
を
洗
脳
し
強
要
す
る
こ

と
は
、信
徒
の
基
本
的
人
権
（
信
教
の
自
由
・

思
想
信
条
の
自
由
・
参
政
権
）
の
重
大
な
侵

害
と
な
り
ま
す
。

　

現
教
団
の
指
導
者
と
執
行
部
は
、
自
ら
の

深
刻
な
あ
や
ま
ち
を
猛
省
し
、
即
時
撤
回
し

て
、
全
信
徒
に
謝
罪
す
る
こ
と
を
公
式
に
要

求
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
十
二
月
七
日                            

公
益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団

公 式 見 解

日本学術会議には共産党から多数のメ
ンバーが送り込まれ、反国家的活動の
牙城となっている旨を報ずる各誌。

谷口雅宣総裁のインタ
ビ ュ ー が 掲 載 さ れ た

『サンデー毎日』

＜日本学術会議＞その実態
は共産党に牛耳られた、極
めて政治的な組織である。

令和２年１２月７日



明
ら
か
だ
。「
会
員
の
基
本
的
マ
イ
ン
ド

は
「
左
寄
り
」
で
「
唯
我
独
尊
」。
組
織

力
の
あ
る
政
治
勢
力
が
次
々
と
関
係
会
員

を
送
り
込
ん
だ
た
め
だ
。
当
然
、
政
府
か

ら
の
諮
問
は
減
っ
た
。
現
在
も
、
特
定
の

政
治
勢
力
の
影
響
が

完
全
に
切
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。」（
十
一

月
二
日
付
『
夕
刊
フ

ジ
』）

　
「
組
織
力
の
あ
る
政
治
勢
力
」
と
は
、

日
本
共
産
党
の
こ
と
で
あ
る
。
今
回
、
こ

の
問
題
を
最
初
に
ス
ク
ー
プ
し
た
の
は
新

聞
『
赤
旗
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の

こ
と
は
知
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
共
産
党

は
長
年
に
わ
た
り
、
日
本
学
術
会
議
に

「
次
々
と
関
係
会
員
を
送
り
込
む
」
こ
と

勝
岡 

寛
次
　

　
昭
和
32
年
広
島
県
生
ま
れ
。
東
京
都
在

住
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
、
同
大

学
院
博
士
課
程
単
位
修
得
。
現
在
、
明
星

大
学
戦
後
教
育
史
研
究
セ
ン
タ
ー
勤
務
。

公
益
財
団
法
人
新
教
育
者
連
盟
理
事
。
公

益
財
団
法
人
生
長
の
家
社
会
事
業
団
理
事
。

　【
主
な
著
書
】 『
抹
殺
さ
れ
た
大
東
亜
戦

争
』『
明
治
の
御
代
』『
昭
和
天
皇
の
祈
り
と

大
東
亜
戦
争
』『
天
皇
と
国
民
の
絆
』（
明

成
社
）、『
日

本
近
現
代
史

の
真
実
―
50

の
質
問
に
答

え
る
』（
展
転

社
）、他
多
数
。

　

さ
る
十
月
二
十
五
日
、
宗
教
法
人
生
長

の
家
（
以
下
、
教
団
と
略
）
は
朝
日
新
聞

に
（
十
月
二
十
九
日
付
産
経
新
聞
に
も
）

特
大
の
意
見
広
告
を
発
表
し
た
。
日
本
学

術
会
議
の
推
薦
し
た
新
規
会
員
の
内
六
名

の
任
命
を
菅
首
相
が
拒
否
し
た
こ
と
を
、

「
真
理
探
究
へ
の
政
治
の
介
入
」
だ
と
し

て
反
対
す
る
声
明
で
あ
る
。

　

教
団
は
大
き
な
誤
解
を
し
て
い
る
。
日

本
学
術
会
議
を
「
真
理
探
究
」
を
任
と
す

る
中
立
公
正
な
組
織
と
決
め
て
か
か
っ
て

い
る
が
、
そ
の
実
態
は
共
産
党
に
牛
耳
ら

れ
た
、
極
め
て
政
治
的
な
組
織
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
、
日
本
学
術
会
議
の
元
副

会
長
・
唐
木
英
明
東
京
大
学
名
誉
教
授
が
、

次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

に
よ
っ
て
、
同
会
議
を
事
実
上
支
配
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
会
員
が
「
左
寄

り
」
で
「
唯
我
独
尊
」
な
の
は
、
そ
の
た

め
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
菅
首
相
の
決
断
は
、「
真
理

探
究
へ
の
政
治
の
介
入
」
な
ど
で
は
な
い
。

共
産
党
に
長
年
牛
耳
ら
れ
て
き
た
日
本
学

術
会
議
の
「
関
係
会
員
」
の
任
命
を
、
法

律
上
の
正
当
な
任
命
権
者
で
あ
る
菅
首
相

が
拒
否
し
、
こ
の
政
治
的
に
偏
向
し
た
組

織
を
、
公
正
中
立
な
学
術
組
織
に
再
編
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
、
正
し
い
政
治
判
断

な
の
で
あ
る
。

　

教
団
と
谷
口
雅
宣
総
裁
は
、
近
年
急
速

に
そ
の
主
張
を
「
左
傾
化
」
さ
せ
、
初
代

総
裁
谷
口
雅
春
先
生
の
み
教
え
に
背
く
よ

う
な
言
動
ば
か
り
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に

至
っ
て
共
産
党
と
完
全
に
軌
を
一
に
し
、

「
真
理
探
究
へ
の
政
治
の
介
入
」
に
反
対

す
る
に
至
っ
た
の
は
、
真
に
笑
止
か
つ
破

廉
恥
な
行
動
と
い
う
他
は
な
い
。
果
て
は

新
聞
『
赤
旗
』
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
志

位
和
夫
委
員
長
か
ら
も
「
お
褒
め
の
言
葉
」

に
預
か
る
よ
う
な
有
様
で
（
十
月
二
十
八

日
付
）、
情
け
な
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。

　

尖
閣
が
今
に
も
中
国
に
取
ら
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
正
に
こ
の
時
に
、
日
本
学
術

会
議
は
一
方
で
は
軍
事
研
究
絶
対
反
対
を

呼
号
し
つ
つ
、
他
方
で
中
国
と
は
相
提
携

し
て
軍
事
研
究
に
協
力
し
つ
つ
あ
る
。

　

一
生
涯
、
反
共
の
立
場
を
貫
か
れ
た
谷

口
雅
春
先
生
は
、
き
っ
と
泣
い
て
お
ら
れ

る
に
違
い
な
い
。

TOKUBETU KIKAKU
教
団
の
「
日
本
学
術
会
議
に
関
す
る
声
明
」
に
反
論
す
る

共
産
党
と
見
紛
う
ば
か
り 

─ 

教
団
の
あ
き
れ
た
意
見
広
告

５

連

載

監
修
　
勝
岡 

寛
次
（
か
つ
お
か 

か
ん
じ
）

文
責
　
谷
口
雅
春
先
生
記
念
図
書
資
料
館

　
　
　「
憲
法
調
査
室
」

（上）共産党と全く同じ主張の意見広告を掲載
　した生長の家教団 ( 朝日新聞 10 月 25 日付 )

（左）その結果教団は、産経新聞紙上で名指し
　で批判を受けることとなった (10 月 26 日付 )

　
谷
口
雅
春
先
生
は

　
　 

泣
い
て
お
ら
れ
る

唐木英明氏


